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1 番       黒柳 知世 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

１、保育園環境の充実で瀬戸

市を子育てしやすいまちへ 

 

 

【質問趣旨】 

2015 年 8 月 28 日に女性の職

業生活における活躍の推進に

関する法律（=女性活躍推進

法）が国会で成立した。 

女性活躍推進法とは、仕事で

活躍したいと希望する全ての

女性が個性や能力を存分に発

揮できる社会の実現を目指し

た法律の事である。３つの基

本原則の１つには「職業生活

と家庭生活との両立を図るた

めに必要な環境の整備によ

り、職業生活と家庭生活との

円滑かつ継続的な両立を可能

にすること」とされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）保育園の利用者負担額

（＝保育料）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①０歳から２歳までの保育料は、入所する児童の父母及び扶養義務者の課税額の合

計により、該当する階層区分が決定する。 

本市では、17 の階層区分となっており、生活保護や非課税世帯を除くと負担額の

一番少ない方で 9,000円、階層区分順に高くなり、一番多い方で 54,000 円とされ

ているが、階層区分や負担額についてその基準と区分の根拠に対する考え方を伺

う。 

 

 

②保育料が決まる階層区分の数や１区分に該当する課税額の幅、保育料自体、市区

町村ごとで決められている。本市において、一番高い 54,000円の負担額になる区

分は課税額 227,000円以上の方となっている。 

近隣市と比較した場合に、尾張旭市と長久手市では、一番高い負担額 55,500円や

50,000円になる方は課税額 397,000円以上の区分となっている。 

また、春日井市は、一番高い負担額になる階層区分は課税額 262,000円以上だが、

負担額が 48,600円と低額となっている。 

本市における 227,000 円以上の方が最高額という枠組み設定は、負担額が高額

になる対象者が近隣他市よりも多くなる事になるが、どのように分析されている

のか伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

仕事を続けるために子供を

産むことを諦める、または、

家事や育児のために仕事を諦

めるというような、仕事か家

庭かの二者択一ではなく、仕

事と家庭の両立ができ、毎日

を生き生きと暮らしていくた

めの環境を整えていく事が必

要であると考え、本市の見解

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第２子以降の保育料に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③現在は無償化されている３歳～５歳の保育料は、無償化される前においては一番

低額の方で 3,000円、一番高額の方でも 26,000円となっていた。 

一方で０歳～２歳の保育料は、一番低額の方は 9,000円、高額の方は 54,000円と

保育料の差が大きい事、また一番高額の 54,000円の保育料は世帯における負担が

大きいと考えるが、市の見解を伺う。 

 

 

④小牧市では、2023 年度より０歳から２歳児の保育料が無償となった。本市におい

ても子育て世代の経済支援として保育料の減額や無償化等を導入したらどうかと

考えるが、取り組む場合における課題について伺う。 

 

 

①多子世帯における保育料２人目半額、３人目無料の制度について見解を伺う。 

 

 

②本市において、２人の子どもが保育園または幼稚園に入所している場合は、負担

額の高い児童は半額などの軽減措置が適用されるが、１人目の子が小学校に進学

すると軽減措置がなくなり全額負担になる。２人の子どもを育てている家庭にお

いて、１人目と２人目の年齢差の違いによって保育料の負担額が変わっていると

いう実態に対して、市の見解を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）待機児童の改善につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③子育て支援先進市では、第１子、第２子の年齢問わず２人目無料としている。本

市において２人目無償化に対してどのような見解か伺う。 

 

 

①2023年度、待機児童は２名、隠れ待機児童は 101名となっている。 

隠れ待機児童とは、希望園を限定している方の事だが、限定している理由につい

てどのように分析をして、どのように対応をしているのか伺う。 

 

 

②にじの丘学園の効果により子育て世帯の人口が増加している事、育児休業復帰を

希望しながらも保育園に入所できずに育児休業を延長された方は、待機児童にも

隠れ待機児童にも含まれていない事を考慮すると、保育園のニーズは今後も高い

と考えられる。 

取り組まれている保育士不足の解消とは別に、より子育てしやすい瀬戸市をつ

くるために何か対応を検討されているのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


